
       既存設備の温度計交換で温度計を保護管から外し、温度計本体を手配する場合、

    通常 温度計の接続部形状は”Ｓ”です。（図1）

選定表の選定方法2 .

(1)  接続部形状 Ｗ（ユニオン式）の場合

     ユニオンネジが付いた温度計で標準的なものです。(図2)
     型式はADG100Wです。

     例：ユニオン式で温度レンジは０～１００℃、取付ネジはＲ１／２

         感温部の長さは取付ネジの下から５０mm 各部の材質は一般材質(図2)
         ADG100W-00100-B15A-C8L50-BM20

まえがき1.  

       この内容のお問い合わせは比較的多く、皆様にご負担をおかけしているかと思い

    ます。そこで代表的な接続形状”Ｗ”（ユニオン式）、”Ｈ”（保護管付）、”Ｓ”（空廻りネジのみ）を

    例に選定表の読み方を説明いたします。

温度計選定表の手引き

有 横河計器製作所( )

     

図 保護管から外した状態1 

図2 ADG100W-00100-B15A-C8L50-BM20



(2)  接続部形状 Ｈ（保護管付）の場合

     保護管が付いた温度計です。(図3)
     型式はADG100Hです。

     例：保護管付温度レンジは０～５０℃、取付ネジはＲ３／４

         感温部の長さは取付ネジの下から１００mm 各部の材質は一般材質(図3)
         ADG100H-00050-B20A-C8L100-BM20

図3 ADG100H-00050-B20A-C8L100-BM20

図4 感温部の長さを示す位置



(3)  接続部形状 Ｓ（空廻りネジのみ）の場合

     保護管又はユニオンネジを外した温度計です。(図5)
     型式はADG100Sです。

     例：既存の設備から外した温度計 温度レンジは０～１５０℃、

         廻りネジは横河計器の標準のもの、感温部の径はφ８、感温部の長さは

         φ８の部分が実寸で１６２mmくらい 各部の材質は一般材質(図5)
         ADG100S-00150-00-C8L160-BM20

図6 感温部の長さを示す位置

図5 ADG100S-00150-00-C8L160-BM20


